
令和元年度 学校関係者評価 本荘高等学校全日制課程

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について

・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的な生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・校務分掌、ＰＴＡ、同窓会、地域

目 との連携等

○授業のレベルアップのための時間を確 ○部活動は人間形成を養う上で大事なこ ○自分が何のために学校に来ているのか ○Classiの導入は、画期的で有効なツール ○学校全体の問題点などの洗い出しに

保して先生方を支援するシステムを創 とであると同時に、仲間と同じ目的に 自覚が足りない生徒は、基本的生活が だと思います。しかし、個人差があり、 取り組んでいる姿勢も見られ、PTAや

学 ることが、学校側の力量だと思います。 向かう共通の意識があると一緒に学力 身に付いていないものと思いますので、 情報保護法などの難しさもあり、また、 同窓会等とも情報を共有しようとの

校 その一方で、生徒の活気（積極性があ 向上にも影響が出ると思いますので、 学校は勉強する場所で、今後の自分を ただでさえ忙しい先生の本来の業務があ 取り組みを評価します。ただし、諸

関 って熱っぽい雰囲気）が、あまり感じ これまで以上に部活動の環境整備に努 作る場だと気付かせる対策に、より強 る中、Classiを運営していくのは大変な 問題の解決を学校だけで抱え込まず、

係 られなかったのが、少し気になりまし めていただきたい。学校行事について く取り組んでいただきたい。 ことだと思います。 PTAや同窓会等と協力し合うことで解

者 た。 も同じことですので、より積極的に関 Classiの運用次第で、学習面は勿論の 決の道が開けることもあるかと思い

の われる環境を作っていただきたい。 ○基本的生活態度からSNS、交通事故、感 こと、生活面・精神面においても、生徒 ますので、積極的に相談してみてく

ご ○授業に対する改善等の取り組み姿勢が 染予防まで広い分野によく対応してい と先生との距離を縮め、信頼関係が醸成 ださい。

意 見られ今後の成果を期待したい。 ○運動会の日程変更に生徒が主体的に取 る。校長からの直接指導、タイムリー されるのではないかと思います。本校の

見 り組むよう指導できた点を評価する。 な警察との連携も積極的に評価したい。 校評「玲瓏同氣」の具体的実践の中核に ○校務一般についてよく運営されてい

・ ○ＩＣＴ等を導入し、生徒と教師が全体 部活動に関わる教員の情熱も大切にし なるかもしれません。しかし、深めよう る。学校のハード面、照明や床の劣

ご で目的を共有し取り組んでいることを たい。 ○本校を選ぶ際に、校則、校風、補習、 とすればするほど、時間と労力を要する 化等改善が必要である。

感 評価したい。 模試のあり方をもっと理解するべきだ と思いますので、バックアップ体制をど

想 ○今年度はインフルエンザの影響で大変 と思います。説明、見学に保護者の参 うするかが、今後の大きな課題だと思い ○同窓会の中で地元で活躍している方

及 ○授業時数の調整や定期テストを年４回 だったと思いますが、年々、運動会、 加が増えるような工夫が必要なのでは ます。 々の紹介も望みます。羽搏くことば

び にした等工夫が見られる。生徒が自分 玲瓏祭ともに盛り上がりが足りないよ ないでしょうか。 かりでなく、地元を大切にすること

ご の考えを発表する場を多くする取り組 うに感じています。 ○進路は生徒にとって一番大切なことであ も教えていただきたいと思います。

提 みは評価できる。情報リテラシー教育 ○外から見ると生徒の生活習慣は、一般 り、いろいろな情報を提供することが重

言 が行われ時代にマッチしている。 ○活動成果は高く評価でき、指導に敬意 的な高校生像よりも良い水準にあり、 要であります。その点様々な取り組みを ○リスクマネジメントの側面が脆弱な

等 を表する。地域貢献活動のPRに力を入 優れた校風が維持できていることは、 されていることを評価する。 印象があり、重点目標化すべきと考

○綿密な計画のもとに、生徒のレベルと れていただきたい。 高く評価できる。 える。

理解度に合わせた指導が配慮されてい ○第一線で活躍している先輩の話を聞かせ

ると思います。生徒はもっと努力して ることも大いに参考になると思いますの

もらいたいです。 で、更なる取り組みを期待します。

○進学校としての高い目標を明示した活 ○校長、進路指導部、各学年部と学校全体

動が望ましく、不満である。 が信念をもって、生徒の高い志の実現を

目指している点を高く評価する。国公立

の合格者数のみに一喜一憂せず、これま

での指導を継続強化してほしい。

○保護者に向けて適切かつ有効な進路情報

の提供を充実させてほしい。

○PDCA「サイクル」を回す上では、数値化

できるKPIを徹底的に抽出し、それに基づ

く活動が必要で、改善の様子が外部から

は特にわからない。

評 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

価

《 ＡＢＣ評価 》Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。

Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。

Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。



令和元年度 学校評価（自己評価） 本荘高等学校全日制課程

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について
・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的な生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・校務分掌、ＰＴＡ、同窓会、地域

目 との連携等

小 ①曜日交換や校時交換により授業時数の ①校標への理解を促し、あらゆる活動を ①規律ある生活態度の確立 ①家庭学習習慣の定着と学習時間の拡大 ①学校行事の企画・立案と円滑な実施
項 バランスをとり、教育課程の適正な実 通して豊かな人間形成を図る。 挨拶、整容、学習環境の美化等 ②面談を通した進路指導の充実 ・運営
目 施に努力する。 ②委員会活動を活性化させるとともに、 ②校内生活時間の遵守 ③進路学習を充実させる行事の企画・運営 ②ＰＴＡ活動の活性化及び関係諸団体
②組織的な教材研究や教授法研究への取 生徒会執行部を主体的に活動できるリ 登校時間、ベル着、ベル授業等 ④各学年、教科、部活動の連携を密にした との連携・協力
組を推進し、教科を超えた（横断的） ーダーとして育てる。 ③情報モラルの啓蒙 学力の向上 ③防災意識の高揚と校舎内外の環境整
相互授業参観と授業研修を推進する。 ③生徒による地域や社会への貢献活動を スマホ使用マナー、インターネット ⑤推薦入試、面接指導、小論文指導の充実 備

③図書視聴覚班と図書館運営委員会及び 充実させる。 利用モラル ⑥生徒、保護者、職員への情報提供 ④広報活動の工夫、改善並びに情報の
各教科等との連携を図り、授業や探究 ④自転車の安全走行についての啓蒙 保管、管理の徹底
活動での学校図書館の活用を促す。 ⑤防犯意識の確立と盗難防止対策

⑥生徒の健康意識の高揚、自己管理能力
の向上

①綿密な計画と正確な実施がなされ、支 ①学校行事を通じて、他者を思いやり、 ①生徒の整容については概ね良好である ①Classiの全校導入で、日々の家庭学習を ①儀式等の学校行事において、円滑な
実 障なく運営された。非常勤講師への連 協働する力を伸ばすことができ豊かな が、化粧をしている女子生徒がいると 意識する生徒が増えたが、学力層によっ 運営ができた。
施 絡ミスが以前は散見されたが、今年は 人間形成が図られている。あらゆる活 の指摘もあり、観察・指導を徹底して て学習時間の差があることも分かり、今 ②ＰＴＡの役員を中心に協力して事業
状 ほとんどなかった。 動に対する生徒の意欲は素晴らしいも いく。 後の手立てを考察していきたい。そのた を行うことができた。
況 ②今年度は一つの課題を設定し、全員が のがある。生徒同士がぶつかることも ②右文タイム（朝学習）に遅れてくる生 めにも学習計画の管理をしっかりさせた ③防災避難訓練は３回目を廃止し、年
・ それに向けて組織的に授業改善を行う あるが、それもまた成長に必要である 徒が冬期間に見られた。 い。 ２回の実施と変更した。校内の防災
達 ことができた。公開授業研究会や相互 ととらえている。芸術鑑賞教室におい ③生徒の情報モラルに欠けた行為が、若 ②面談材料も増え、生徒の進路志望につい 設備や機器について職員が知る機会
成 授業参観を通して他教科の授業を参観 ても、職員・吹奏楽部員と連携を図り、 干見られた。 て多面的に助言できるようになったが、 が必要である。桜坂の凍結について
状 する機会を作った。他教科の授業を参 学校からの移動、会場での生徒の動き ④昨年度に比べて交通事故件数は減少し 活用の方法については今後も検討してい の対応策の検討が必要である。
況 観することで新たな視点から自教科の や鑑賞マナー、事後のアンケート集約 たが、今後も注意喚起・指導を継続し きたい。 ④ホームページのタイムリーな更新が

授業を見つめることができた。 等、計画通り実施した。 ていく必要がある。 ③進路行事の実施時期や内容について改善 課題である。ＰＴＡ会報は内容を充
③例年以上の図書の購入、充実ができた。 ②各リーダーは役割に責任をもち活動で ⑤盗難防止についての意識を高め、自分 することができた。 実させることができた。
授業での活用を含め、学習の場として きていた。その周りをさらに活かせる の持ち物や貴重品の管理についての指 ④学年部や各教科との連携において、今後
活用されたが、利用目的や方法、マナ ような工夫・手立てが必要である。生 導が必要である。 も改善を図りたい。
ー等については指導が必要なこともあ 徒会執行部に比べ委員会活動が目立っ ⑥年度当初、インフルエンザによる学級 ⑤大学入試改革に向けて、対策を講じてい
った。 ていない感じがした。 閉鎖があった。保健班の迅速な状況把 きたい。

③生徒達は元気よくボランティア活動を 握と感染防止対策についての的確な指 ⑥生徒や保護者に有効な進路情報を伝える
行い、地域住民や県外の方、県担当者 示により、その後の感染を最小限に抑 ことができた。
からとても感謝されている。今後は個 えることができた。体育の授業や部活
人レベルで行われている貢献活動を、 動におけるけが予防の継続指導が必要
学校・学年単位で行えるよう可能な限 である。
り機会を増やしていきたい。様々な行
事を家庭や地域に対してオープンにす
る場合、常に駐車場不足が問題となる。

評 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ
価

○考査問題保管の方法は改善の余地があ ○重点目標の具体化 ○情報モラルについて、スマホ安全利用 ○各学年と情報を共有し、進路行事につい ○ホームページの充実により、学校の
次 る。見つけやすく、取り出しやすい保 ○早い段階からの計画・実行 教室や集会、生徒指導通信等の機会を て実施の時期や内容を精選し、３年間の 様子をより積極的に保護者や地域に
年 管の仕方を検討する。 ○運動会、雨天時プログラムの準備 とらえ、粘り強く継続して指導してい 進路指導計画に反映させる。 発信する必要がある。
度 ○年間を通じた授業改善の課題を設定し ○現在、水林で行っている運動会だが、 く必要がある。 ○スケジュール手帳やClassiの活用につい ○危機管理マニュアルが改定されたこ
へ 学校全体で取り組む必要がある。 何年かかけて準備し、ナイスアリーナ ○登下校の車での送迎について、「車の送 て検討し、生徒の家庭学習の充実につな とで、内容の周知徹底が重要になる。
の ○図書館利用者の更なる増加と貸出冊数 での実施に変更を検討してもよいかも 迎についてのルール」のより一層の遵 げられるように指導を徹底する。
提 の増加にむけた啓発、支援活動を今後 しれない。 守と交通安全意識の高揚を生徒と保護
言 も継続すること。図書館利用マナー、 ○芸術鑑賞教室について①内容（業者） 者に呼びかける。

使用目的等について適宜指導する。 の選定②時期の選定（学校行事の確認） ○感染症予防について、各種の機会をと
③業者と会場の空き状況の確認と会場 らえ、学年・学級単位での感染予防意
予約 識の向上を図る。

○希望者による各ボランティア活動を特 ○けがの予防について、指導者の観察と
に３年生で次年度も継続していきたい。 指導の徹底を図る必要がある。

《 職員自己評価 》 Ａ：達成 Ｂ：ほぼ達成 Ｃ：やや不十分 Ｄ：不十分
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令和元年度

総 務 部
本荘高等学校

今 １ 学校行事の企画・立案と円滑な実施・運営
年 ２ ＰＴＡ活動の活性化及び関係諸団体との連携・協力
度 ３ 防災意識の高揚と校舎内外の環境整備
の ４ 広報活動の工夫、改善並びに情報の保管、管理の徹底 Ｐ
重
点
目
標

実 １ 始業式（４月５日、８月１９日、１月１４日）
施 終業式（７月１９日、１２月２０日）、修了式（３月１９日）
状 入学式（４月８日）、卒業式（３月１日）
況 新任式（４月５日）、離任式・退任式（３月２５日）
・ 新入生オリエンテーション（３月２７日） Ｄ
達 ２ ＰＴＡ役員会、ＰＴＡ総会、玲瓏祭バザー、企画事業の実施、
成 高Ｐ連各種大会・交流会等への参加
状 ３ 防災避難訓練（６月５日、１１月６日）
況 ４ ホームページの更新（随時）

ＰＴＡ会報の発行・配付（２回）

１ 儀式等の学校行事において、円滑な運営ができた。 評
２ ＰＴＡの役員を中心に、協力して事業を行うことができた。

成 ３ 防災避難訓練の日程調整に苦慮したが、３回目を廃止し、年 価
果 ２回の実施で落ち着いた。
と 校内の防災設備や機器について職員が知る機会が必要である。 Ｃ
課 桜坂の凍結について、対応策の検討が必要である。
題 ４ ホームページのタイムリーな更新が課題である。 Ｂ

ＰＴＡ会報は内容を充実させることができた。

○ ホームページの充実により、学校の様子をより積極的に保護者や地域
次 に発信する必要がある。
年 ○ 危機管理マニュアルが改定されたことで、内容の周知徹底が重要にな
度 る。
へ Ａ
の
提
言
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令和元年度

教 務 部
本荘高等学校

今 １ 曜日交換や校時交換により授業時数のバランスをとり、教育課程の
年 適正な実施に努力する。
度
の ２ 考査問題や答案の厳正な管理、欠試者の迅速な把握と対応、余裕を Ｐ
重 持って正確に行える成績処理の実現に努力する。
点
目
標

実 １ ・総合的な学習／探究の時間の配置の工夫
施 ・曜日変更や校時変更の周知徹底
状
況 ２ ・考査問題の回収・保管の仕方について周知徹底
・ ・追考査の迅速な立案と厳正な実施 Ｄ
達 ・適正な成績処理日程の吟味・検討
成
状
況

１ 綿密な計画と正確な実施がなされ、支障なく運営された。 評
非常勤講師への連絡ミスが以前は散見されたが、今年はほと

成 んどなかった。 価
果
と Ｃ
課 ２ 考査問題の回収・保管の仕方について工夫し、定着に至った
題 のは良かった。追考査に関しては早めの取り組みが徹底され、

計画、周知、実施までスムーズに進んだ。 Ａ

次 ２について
年
度 考査問題保管の方法は改善の余地がある。見つけやすく、取り出しやす
へ い保管の仕方を検討する。 Ａ
の
提
言
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令和元年度

生徒指導部
本荘高等学校

今 １ 規律ある生活態度の確立
年 挨拶、整容、学習環境の美化等
度 ２ 校内生活時間の遵守
の 登校時間、ベル着、ベル授業等
重 ３ 情報モラルの啓蒙 Ｐ
点 スマホ使用マナー、インターネット利用モラル
目 ４ 自転車の安全走行についての啓蒙
標 ５ 防犯意識の確立と盗難防止対策

６ 生徒の健康意識の高揚、自己管理能力の向上

実 １ 整容指導の実施、生徒指導通信等による生徒への呼びかけ
施 ２ 学年、担任、教科担任等による指導の実施
状 ３ スマホ安全利用教室の実施（１年）、全校集会、学年集会、生徒指導
況 通信等による生徒への呼びかけ Ｄ
・ ４ 自転車点検の実施、交通安全教室の実施
達 ５ 自己管理の徹底についての指導、貴重品袋の活用
成 ６ 感染症予防の呼びかけ、スクールカウンセラーや学校医等との連携
状
況

１ 生徒の整容については概ね良好であるが、化粧をしている女 評
子生徒がいるとの指摘もあり、観察・指導を徹底していく。

２ 右文タイム（朝学習）に遅れてくる生徒が冬期間に見られた。 価
成 ３ 生徒の情報モラルに欠けた行為が、若干見られた。
果 ４ 昨年度に比べて交通事故件数は減少したが、今後も注意喚起
と ・指導を継続していく必要がある。 Ｃ
課 ５ 盗難防止についての意識を高め、自分の持ち物や貴重品の管
題 理についての指導が必要である。

６ 年度当初、インフルエンザによる学級閉鎖があった。保健班 Ｂ
の迅速な状況把握と感染防止対策についての的確な指示によ
り、その後の感染を最小限に抑えることができた。体育の授
業や部活動におけるけが予防の継続指導が必要である。

次 ○ 情報モラルについて、スマホ安全利用教室や集会、生徒指導通信等の
年 機会をとらえ、粘り強く継続して指導していく必要がある。
度 ○ 登下校の車での送迎について、「車の送迎についてのルール」のより
へ 一層の遵守と交通安全意識の高揚を生徒と保護者に呼びかける。 Ａ
の ○ 感染症予防について、各種の機会をとらえ、学年・学級単位での感染
提 予防意識の向上を図る。
言 ○ けがの予防について、指導者の観察と指導の徹底を図る必要がある。
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令和元年度

進路指導部
本荘高等学校

今 １ 家庭学習習慣の定着と学習時間の拡大
年 ２ 面談を通した進路指導の充実
度 ３ 進路学習を充実させる行事の企画・運営
の ４ 各学年、教科、部活動の連携を密にした学力の向上 Ｐ
重 ５ 推薦入試、面接指導、小論文指導の充実
点 ６ 生徒、保護者、職員への情報提供
目
標

実 １ 各学年で課題や小テストを実施し学習時間の確保を促した。
施 ２ スタディサポートや学びみらいＰＡＳＳを活用して充実を図った。
状 ３ 進路講演会やOnedayカレッジを開催した。
況 ４ 模試分析会や進路講演会の定例化を図り、学年部との連携を強化した。
・ ５ ３年部を中心にして、面接指導や小論文指導を計画的に実施した。 Ｄ
達 ６ 進路の手引「軌跡」と進路だよりの内容の充実、改善を図った。
成
状
況

１ Classiの全校導入で、日々の家庭学習を意識する生徒が増え 評
たが、学力層によって学習時間の差があることも分かり、今
後の手立てを考察していきたい。そのためにも学習計画の管 価

成 理をしっかりさせたい。
果 ２ 上記のような面談材料も増え、生徒の進路志望について多面
と 的に助言できるようになったが、活用の方法については今後 Ｃ
課 も検討していきたい。
題 ３ 進路行事の実施時期や内容について改善することができた。 Ｂ

４ 学年部や各教科との連携において、今後も改善を図りたい。
５ 大学入試改革に向けて、対策を講じていきたい。
６ 生徒や保護者に有効な進路情報を伝えることができた。

次 ○ 各学年と情報を共有し、進路行事について実施の時期や内容を精選し、
年 ３年間の進路指導計画に反映させる。
度 ○ スケジュール手帳やClassiの活用について検討し、生徒の家庭学習の
へ 充実につなげられるように指導を徹底する。 Ａ
の
提
言
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令和元年度

特別活動部
本荘高等学校

今
年 １ 校標への理解を促し、あらゆる活動を通して豊かな人間形成を図る。
度 ２ 委員会活動を活性化させるとともに、生徒会執行部を主体的に活動で
の きるリーダーとして育てる。 Ｐ
重 ３ 生徒による地域や社会への貢献活動を充実させる。
点
目
標

１・あらゆる活動を通して、生徒同士が主体的にコミュニケーションを図
実 りながら取り組むことができた。
施 ２・年度当初の予定と異なった時期で実施されることになった運動会等の
状 行事で、生徒会執行部・各委員会の委員長を中心に生徒が柔軟かつ主
況 体的に動ける環境を整え、かつ学校を動かすことができた。
・ ・芸術鑑賞教室についても前年度から準備を進め、滞りなく行った。 Ｄ
達 ３・２年生は夏休み中に地域のゴミ拾い・清掃活動に取り組んだ。
成 ・各部ごとの大会運営のボランティア、希望者による各ボランティア活
状 動を行い、地域や社会に貢献できるような活動がなされていた。
況

１・学校行事を通じて、他者を思いやり、協働する力を伸ばすこ
とができ豊かな人間形成が図られている。 評
・あらゆる活動に対する生徒の意欲は素晴らしいものがある。
生徒同士がぶつかることもあるが、それもまた成長に必要で 価
あるととらえている。
・芸術鑑賞教室においても、職員・吹奏楽部員と連携を図り、

成 学校からの移動、会場での生徒の動きや鑑賞マナー、事後の
果 アンケート集約等、計画通り実施した。
と ２・各リーダーは役割に責任をもち活動できていた。その周りを Ｃ
課 さらに活かせるような工夫・手立てが必要。
題 ・生徒会執行部に比べ委員会活動が目立っていない感じがした。

３・生徒達は元気よくボランティア活動を行い、地域住民や県外 Ａ
の方、県担当者からとても感謝されている。今後は個人レベ
ルで行われている貢献活動を、学校・学年単位で行えるよう、
可能な限り機会を増やしていきたい。
・様々な行事を家庭や地域に対してオープンにする場合、常に
駐車場不足が問題となる。（特活行事以外も同様に。）

○ 重点目標の具体化
次 ○ 早い段階からの計画・実行
年 ○ 運動会、雨天時プログラムの準備
度 ○ 現在、水林で行っている運動会だが、何年かかけて準備し、ナイスア
へ リーナでの実施に変更を検討してもよいかもしれない。（メリット
の 天気に左右されない。客席が十分にある。） Ａ
提 ○ 芸術鑑賞教室について①内容（業者）の選定②時期の選定（学校行事
言 の確認）③業者と会場の空き状況の確認と会場予約

○ 希望者による各ボランティア活動を特に３年生で次年度も継続してい
きたい。
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令和元年度

研 修 班
本荘高等学校

今 １ 組織的な教材研究や教授法研究への取り組みを推進する。
年 ２ 教科を超えた（横断的）相互授業参観と授業研修を推進する。
度 ３ 『研究紀要』の充実を図り、知的財産を構築していく。
の Ｐ
重
点
目
標

実 １ 指導主事訪問１ヶ月前課題の「主体的・対話的で深い学びを通して、
施 確かな学力向上につながる授業の工夫 －生徒の思考が深まる発問を工
状 夫して、生徒自らが自分の考えを発表する場面を設定する。－」に、学
況 校を上げて取り組んだ。
・ ２ 10月の公開授業研究会の際に、国語、理科、芸術の研究授業を教科を Ｄ
達 超えて参観し、協議した。
成 ３ 研究授業や教育センターでの研修に加え、職員全体に寄稿を呼びかけ
状 た。
況

１ 今年度は一つの課題を設定し、全員がそれに向けて組織的に 評
授業改善を行うことができた。次年度以降も継続的に実施して

成 いきたい。 価
果 ２ 公開授業研究会や相互授業参観を通して他教科の授業を参観
と する機会を作った。他教科の授業を参観することで新たな視点 Ｃ
課 から自教科の授業を見つめることができた。
題 ３ 研究紀要のあり方については今後も検討が必要である。 Ｂ

次 ○年間を通じた授業改善の課題を設定し、学校全体で取り組む必要がある。
年 ○研究紀要のより良いあり方を検討する。
度
へ Ａ
の
提
言
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令和元年度

図書視聴覚班
本荘高等学校

今
年 １ 図書視聴覚班と図書館運営委員会及び各教科等との連携を図り、
度 授業や探究活動での活用を促す。
の Ｐ
重 ２ 情報機器の点検整備と管理、ID・パスワードとホームページの管理
点 を行う。
目
標

１ 教科指定型図書館として、各教科の関連雑誌、図書を購入した。
実 今年は互助会から10万円の図書費の寄贈があった。
施 ２ 授業や探究での図書、パソコン活用があった。夏期講習会場としても
状 利用された。
況 ３ 図書館の利便性を高めるために、図書システム（学校図書管理ソフト）
・ を導入した。 Ｄ
達 ４ 他校図書委員とのＰＯＰ交流に初めて取り組み、交流活動と本の紹介
成 を行った。ビブリオバトルへの支援、協力も行った。
状 ５ 年間の計画通りにコンピュータの整備、管理を行うことができた。ま
況 た、セキュリティ上問題のある長期間パスワード変更を行っていない

ＩＤのロック措置への対応を行った。

１ 例年以上の図書の購入、充実ができた。 評
２ 授業での活用を含め、学習の場として活用されたが、利用
目的や方法、マナー等については指導が必要なこともあった。 価

成 ３ 各方面の御協力により、図書システム（学校図書管理ソフト）
果 が導入できた。しかし、全蔵書のバーコード化には時間が必要
と で、来年度からの本格利用に向けて蔵書の整理も課題である。 Ｃ
課 ４ 取り組みは成果があったが、図書委員の特定の生徒が活動して
題 いることが課題である。

５ パスワードの一元管理システムが定着し、セキュリティに対す Ｂ
る意識も以前に比べて高くなっている。Akita-prefのアドレス
を使用しない職員への対応やログイン先がHONJO-Hになってし
まう事象についての対応が課題である。

次 １ 図書館利用者の更なる増加と貸出冊数の増加にむけた啓発、支援活動
年 を今後も継続すること。
度 ２ 図書館利用マナー、使用目的等について適宜指導すること。
へ ３ 図書委員の協力のもと、図書システムの利用を開始すること。 Ａ
の 図書委員は昼休み、放課後に活動できる人が望ましい。
提 ４ 今後探究活動等で情報活用の場面が増えることからＷｉ－Ｆｉ環境や
言 タブレット端末の整備を計画的に進めたい。



- 8 -

令和元年度

保 健 班
本荘高等学校

今
年 １ 健康教育を充実させる。
度
の Ｐ
重 ２ 清掃用具の点検及び補充をし、清掃効果を上げる。
点
目
標

１ 保健だより、担任による指導、保健室における個別指導等を通じ、食
事・運動・睡眠など基本的生活習慣に関する指導を行った。また、様々

実 な課題を抱えた生徒については、学校医、スクールカウンセラー、校外
施 の専門家等に相談しながら各クラス担任や学年部と協力し、健康相談、
状 保健指導にあたった。また、生徒会保健委員が感染予防の注意喚起や、
況 各教室の温度･湿度・換気等の環境管理を率先して行い、生徒の主体的
・ な健康意識の向上につながった。 Ｄ
達 特に、感染症対策として、昨年度の修学旅行中の感染性胃腸炎の感染
成 拡大を踏まえ、学年部と連携し、修学旅行前事前指導（保健所出前講座
状 ～国内班：感染症予防、海外班：食中毒予防）を実施した。
況

２ 例年、年度末に清掃用具を回収し、点検・補充を行っており、今年度
も春休みに実施予定である。年度途中の用具の破損等については、随時
修理や交換を行っている。

１ けがの予防、感染症予防、メンタルヘルス等について、注意 評
喚起や健康教育により一定の成果が得られている。
学校管理下で発生したけが（熱中症含む）については、ここ 価

数年で最も多かった昨年度よりは減少したものの、１２月末段
階で１０３件（内、部活動５１件、体育３１件）発生しており、
生徒の危険回避能力向上のための指導が必要と考える。

成 感染症予防については、手洗い・マスク着用の啓蒙、特に修
果 学旅行事前指導等の効果により食中毒・感染性胃腸炎を防ぐこ
と とができた。 Ｃ
課 学校に適応できない不登校や登校しても保健室で過ごす生徒
題 が例年以上に多かった。校内の生徒指導班、教育相談（特別支

援）委員会や、学校医、スクールカウンセラー、関係機関と連 Ｂ
携し、チームで対応していくことが今後も必須である。

２ 清掃監督の指導の下、生徒はしっかり清掃している。
清掃用具管理については、例年春休みに清掃用具を回収し、

メンテナンスを行ってきたが、想像以上の労力と時間が必要と
なる。用具の良好な状態を維持することが他業務との兼ね合い
から困難を極めている。

○ 年度初め、入学早々の１年生にインフルエンザが感染拡大し、学級閉
鎖、さらに学年閉鎖という事態が発生した。感染拡大を防止するため、
運動会を２ヵ月後に延期するなど、４月の行事にも大きく影響した。

次 感染拡大の要因として、発熱していても登校する状況が考えられる。
年 しかし、秋から冬にかけてはそのような生徒は少なくなってきており、
度 生徒の「かからない、うつさない」の意識が感じられるようになってき
へ た。今後も学年部と連携しながら、指導を継続していく必要がある。 Ａ
の
提 ○ 昨年度よりは減少したものの、学校管理下（部活動、体育等）におけ
言 るけがの発生が多い。職員の危機意識をさらに高めるとともに、生徒の

危険回避能力を高める指導に取り組んでいかなければならない。
（平成29・30年度日本スポーツ振興センター災害給付金申請件数全県最多）
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令和元年度

１ 年 部
本荘高等学校

今
年 １ 充実した高校生活を送るために必要な心身の健康を維持できる
度
の ２ 自分の能力や適性を理解し、他者との関わりから自己効力感や自己有 Ｐ
重 用感を得ることができる
点
目 ３ 授業のルールを身につけ、継続的な家庭学習への取り組みを確立する
標

１ 概ね達成できているが、中には欠席や欠課が増え教員側からの働きか
実 けによって健康を維持できている生徒もいる。そのような対応でも学校生
施 活を継続できない、あるいはできなくなりそうな生徒がいる。
状 ２ 授業や探究の時間、学校行事等を通し、協調性を身につけ、自分の役
況 割を見つけるなどして自己肯定感を高めることができ、日々成長を感じる Ｄ
・ ことができる。
達 ３ 予習をはじめとする授業のルールは概ね定着してきているが、一部に
成 はそのような進行に対応できず学習に取り組めていない生徒、家庭学習に
状 取り組めない生徒、提出物に取り組めない生徒、授業への参加が消極的な
況 生徒がいる。

１ 様々な理由により心の健康を維持できない生徒がいたが、教
員からの働きかけにより好転している例がある。一人一人の生徒 評
に向き合い、緻密な指導と教員同士の連携で乗り越えた点は成果
であるが、後手に回って対応した点は課題である。不登校傾向の 価
生徒が多い様なので、成果の部分は継続し、生徒同士の関係性に
より過ごしやすいクラスにするための働きかけが必要である。

成 ２ 探究や日々の学校生活を通して様々な能力を身につけつつあ
果 り、自己有用感につながっていることは成果であるが、自分の能
と 力のなさやつまづきから立ち直れない生徒も目につくことは課題 Ｃ
課 である。
題 ３ 授業を中心とした学力向上を進めてきたが、家庭学習が定着 Ｂ

し、学力を身につけている生徒がいること、探究や進路講話など
で自分の将来について考えることができ、それをきっかけに日々
の取り組みがよくなっている生徒がみられることは成果である。
一方で目的意識を持てない生徒、毎日の生活の中に学習を取り入
れることができない生徒に対する指導が効果的にできなかったこ
とは課題である。
①生徒が相互に認め合い、助け合いができる雰囲気の醸成のための取り組

次 みをしなければ、さらに心身の健康を保てない生徒が増える可能性がある。
年 ②なんとなく学校に来ている生徒、目標設定ができない生徒、自分にとっ
度 て必要なことが何か考え実行できない生徒への個別指導が必要である。
へ ③授業や課題の取り組みと家庭学習との関連を個別に検討し、その生徒に Ａ
の 必要なアドバイスや方法を提案し、自ら考えて学習を進めていけるような
提 生徒に育てる必要がある。
言 ④教員にとって新しい取組、未習熟な取組では活発な情報交換が必要。

※②と③は２月末から実施予定。
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令和元年度

２ 年 部
本荘高等学校

１ 基礎学力定着（主体的に学習する生徒）

①学習サイクルの定着と日々の実施

今 ②家庭学習時間の伸長

年 ③定期考査、模擬試験等にむけた計画的な学習と振り返りの徹底

度 ２ 基本的生活習慣の確立（自律できる生徒）

の ①時間厳守（遅刻・右文タイム・ベル始業）

重 ②他者への配慮（発言・ＳＮＳ・行動） Ｐ
点 ③挨拶の励行、礼儀・マナーの遵守

目 ３ キャリア学習への積極的な参加（行動できる生徒）

標 ①総合的な学習を通して課題解決学習を深める（集団での協働・個人研究）

②学校行事、部活動等での自発的な行動と集団への貢献

③進路関係行事への主体的参加

（インターンシップ・ボランティア、オープンキャンパス、高大連携、修学旅行等）

実 １ Classiによる担任の学習指導、定期考査前学習会、右文タイムや週末課題を通し

施 基礎学力の定着を計画的に実施した。また、授業を通した家庭学習指導や定期考査

状 での目標設定、学習計画の立案を行った。

況 ２ 遅刻は１年生時より増加、生徒の固定化が見られる。特に冬場の遅刻に対する罪悪

・ 感が薄い。また、他者に対する不適切な言動があり、クラス内で人間関係が悪化す Ｄ
達 ることも起きた。

成 ３ 総合的な学習でのグループ研究、学校行事、２年生独自のインターンシップ、

状 ボランティア、修学旅行等は予定通り実施できた。

況
１ Classiで担任が個々の学習状況を把握できた。学習計画の立案や連絡が

遅くなった。学習時間記録にもClassiを利用したが、生徒の記録に差があ 評
り、学年全体に入力を徹底できなかった。入力された記録もうまく活用で

成 きず、 生徒に還元できなかった。考査や模試の振り返りも行ったが、同じ 価
果 ような反省の繰り返しになっている。

と ２ 生徒は基本的生活習慣の重要性は理解してきている。しかし、それを身に Ｃ
課 つけ行動している生徒と、できていない生徒の差がより顕著となった。

題 人間関係のトラブルはその後落ち着いている。 Ｂ
３ 総学のグループ研究については一定の成果が見られたが、内容の深化、学

び合いはできず、生徒の変容を促すまでは至らなかった。興味あることに

対しては積極的だが、それ以外の取り組みは主体的とはいえない。

１ 考査を含め、学習計画の立案、考査等の範囲の配布等は、根本的な見直しをしたい。

次 学習時間の伸長には、３年生の自覚を持ち進路目標を固めて強い学習意欲を持ち実

年 行する意識改革が課題となる。また、模擬試験は共通テスト対策の貴重な問題であ

度 り、振り返りの徹底は全教科の課題としたい。Classiの活用は担当者や方法を含め

へ て検討したい。 Ａ
の ２ 今後も基本的生活習慣の指導は学年全体で継続すること、生徒全員に対して他者へ

提 の配慮や寛容の心など人間性を育む指導を継続する必要がある。

言 ３ ３年生の総学は、職員間で目的や方法のコンセンサスを図り、全体で効果的に実施

することが課題である。また、校内外進路行事への一層の参加を支援し、個々の主

体性を高め、学習、部活動ともにリーダーとなる生徒を育成する必要がある。
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令和元年度

３ 年 部
本荘高等学校

１ 未来への高い志を持って、進路目標を達成するために、本気で学習に取り組む生徒を育てる。

今 ① 基本的な生活・学習習慣を継続し、健康で安心して学習に打ち込む環境を作る。

年 ② 授業、右文タイム、補習の効果的な連携による基礎学力と応用力の向上を図る。

度 ③ 手帳等を活用した計画的な学習と振り返りを励行し、自主性と主体性を伸ばす。

の ④ ＰＴＡ活動や保護者面談を通した双方向の支援を行い、進路目標達成を目指す。 Ｐ
重 ２ 自立を目指し、受験生としての主体的な学習を通して、社会人基礎力を高める生徒を育てる。

点 ⑤ 自ら設定した目標に向かい、失敗を恐れずに挑戦する強い意欲と行動力の育成。

目 ⑥ 自分自身の課題を発見して、克服のために粘り強く考え抜こうとする力の育成。

標 ⑦ 目標達成のため、仲間とともに高め合い、困難を乗り越えていく協調性の育成。

１① 右文タイムに職員が共通理解をもって指導し、生活リズムを整え、放課後の補習まで落ち

着いて学習できた。補習も計画的に実施でき内容も充実していた。季節ごとのイベントや掲

実 示や学年通信を通して激励できた。早朝から学習する生徒を尊重し協力する雰囲気ができた。

施 ② 各教科の先生方が授業のガイダンスを充実させて、補習と連携した取り組みができた。学

状 年部職員が労を惜しまず、本気で生徒に向き合った。

況 ③ 学年全体として、２年次から手帳を全員に購入させてＰＤＣＡの重要性を認識させてきた。

・ 定着には個人差があり、クラッシーの指導とともに困難さを感じる場面があった。 Ｄ
達 ④ 保護者面談を夏、冬、センター前と計画的に実施できた。生徒面談については日常の声か

成 けから、計画的な面談、きめ細かく対応することができ、充実していた。

状 ２⑤ 高い目標を設定し力強く進路目標に向かい、失敗を恐れず推薦入試から挑戦できた。

況 ⑥ 貪欲に添削指導をお願いするなど、協調性、行動力、主体性が伸長した生徒が増えた。そ

の一方で苦手科目から逃げる生徒も見られ、粘り強さの指導の難しさを痛感した

⑦ 概ねクラス全体で目標達成のために努力しようとする意欲を涵養できた。同じ志望校の仲

間同士で面接練習を行うなど協調性の向上も見られた。

１〈成果〉①学年団がよく連携し、授業、右文タイム、補習を効果的に実施したことに

より、生徒の学習習慣を確立し学習環境を整えることができた。教科によっては、到 評
達度別授業や補習を実施することで基礎基本から応用まで向上させることができた。

②充実した面接により、生徒の主体的な進路実現への取り組みを支援できた。 価
成 ③手帳とクラッシーには個人差があるとはいうものの上手に使う生徒が増えた。

果 〈課題〉①学習に臨む意識は向上したが質問が少ない。生徒がより自主的・意欲的に

と 学習に向うために、生徒がもっと質問したくなるような授業の工夫が課題である。 Ｃ
課 ②手帳の使用について、入学時からのより強い習慣づけが必要である。

題 ③限られた人数と場所を工夫して、効果的な補習計画を作成することの困難さ。 Ｂ
２〈成果〉３年間の指導を経て、多くの生徒が目標達成のために主体的に行動できた。

運動会や玲瓏祭のまとまりを学習に活かすことができ、協調性も向上につながった。

〈課題〉学習や進路目標達成への意欲や粘り強さを育むための学力を保証すること。

授業の充実が何よりであるが、学力層に応じた補習や課題の一層の工夫も必要である。

○来年度は理系の地理など教育課程が変わるので、補習も工夫が必要。

次 ○各成績層に合わせた指導の工夫。力のある生徒を引っ張ると同時に下位層に対する指導の工夫。

年 ○右文タイムの取り組みは学校一丸となって行うべき。

度 ○３階の小教室を４月から本格的に活用できるように整備や生徒への周知を行う。 Ａ
へ ○考査１回目は就職公務員や指定校、推薦の生徒にとって、とても重要であることを年度初めに

の 徹底して指導すべきである。

提 ○考査と模試の実施日について、よく検討する必要がある。精選してもよいかもしれない。

言
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令和元年度

国 語 科
本荘高等学校

今 １生徒の自律的・主体的学習態度の育成
年 ２学力各層に配慮した授業展開の工夫
度 ３補習、添削、週末課題の計画的・効果的指導法の工夫
の ４生徒との進路実現に資する系統的教材配置と指導法の研究 Ｐ
重
点
目
標

実 １ 教員側から様々な方法で自律的・自主的学習を促しているが、まだ受
施 けの生徒も多い。授業に向かう意欲は高い。
状
況 ２ 上位層から下位層まで配慮をし、学び合う場を多くつくり、高学力層
・ は下位層に教えさせるなどしている。上位層を伸ばす授業展開が不十分。 Ｄ
達
成 ３ 細部にわたり、計画的に工夫されている。
状
況 ４ 体系的に学習が行えるよう、教材を配置している。各学年の取り組み

を共有することができていない。

１ 生徒の多くは国語が好きであり、模試やセンターの成績もま 評
ずまず良好である。受け身の生徒に対しては、いかにやる気を

成 起こさせるかが課題。 価
果 ２ 上位層は力をつけているが、更に伸ばす指導を工夫したい。
と 添削指導を継続していく。 Ｃ
課 ３ 補習の意義、週末課題への具体的な取り組み方を確認させな
題 がら取り組ませているので、成果が出ている。添削にも自主的

によく取り組んでいる。 Ｂ
４ 個人個人の工夫・研究はよく行われているので、研究授業だ
けでなく、それらを共有していきたい。

次 自律的・主体的学習態度を育成するための生徒へのアプローチを更に工
年 夫するべきである。
度 他校の視察や予備校研修などに行きやすくなればよいと思う。（本当に
へ 行きたい人は時間をつくって行っていると言われればそれまでなのです Ａ
の が、視察・研修を毎年計画している学校もあるので。）
提
言
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令和元年度

地 歴 公 民 科
本荘高等学校

今 １ 資料の精選や学習活動の工夫を進め、主体的・対話的で深い学びの実
年 現を図る。
度 ２ 授業を通して基礎的事項の確実な定着に努め、大学入試センター試験
の に対応できる力を身に付けさせる。 Ｐ
重 ３ 模擬試験の結果や大学入試問題を分析し、授業を通して生徒への還元
点 を図る。
目 ４ 校内・校外研修および相互授業参観により指導力向上と授業改善を図
標 る。

実 １ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、授業活動における内化と
施 外化を授業内で連動させ、知識に結びつけることについて教科全体で共
状 有を進めることができた。
況 ２ 中間集計におけるセンター試験の全国平均と本荘高校平均を比較する
・ と、日本史Ｂ－６．７点、世界史Ｂ＋１．２点、地理Ｂ－３．９点、 Ｄ
達 現代社会＋７．６点、倫政＋４．１点であった。
成 ３ 科目全体としての分析はできているが、生徒個人へのフィードバック
状 が不十分であったことが課題である。
況 ４ 今年度は地歴公民科での研究授業は行われなかったが、日常的に相互

授業参観をすることで、今後求められる資質・能力や授業改善の視点に
ついて、教科全体で考えを共有することができた。

１ 教科の特性から資料活用などが重要であり、ＩＣＴを活用し 評
ていくためには、教室環境の整備も必要である。

成 ２ 基礎的な知識の定着と思考を深める活動の両立が重要であり、 価
果 生徒の多様化に対応しつつ、進度を確保するためには内容の精
と 選を図る必要がある。 Ｃ
課 ３ 個別試験の問題などを定期考査に活用するなど、入試から逆
題 算した授業改善は進められてきている。定期テストを核として

各種のテストにおける目的を持つことが必要である。 Ｂ
４ 日常的に相互授業参観や授業改善に向けた情報交換は進めら
れた。共通テストの導入や将来の科目の再編を念頭に、授業改
善については、常に教科全体で更新、向上を図る必要がある。

○新教育課程に伴う指導の工夫
次 新年度３年生から、地歴Ｂは文型が２年４単位、３年３単位、理型は地
年 理Ｂのみで２年３単位、３年２単位となる。文型では大学入試新テストを
度 見据えて思考力の育成を図り、理型では授業を通じた演習量の確保につい
へ て研究する。 Ａ
の ○「主体的・対話的で深い学び」を実践するための授業改善
提 予習を前提とした授業への転換と内化と外化の連続を意識した授業の構
言 築を教科全体で進める。教科内での相互授業参観を積極的に実施するとと

もに、校外研修への参加を進める。
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令和元年度

数 学 科
本荘高等学校

研究主題： 主体的・意欲的に探究する態度の育成と

今 数学的に表現する技能・方法の養成

年
度 １ 学習習慣の確立と基礎学力の定着を図る
の Ｐ
重 ２ 習熟度別学習の活用により個に応じた指導を強化する
点
目 ３ 進路実現に向けて指導に努める
標

実 １ 右文タイム課題、授業における確認テスト、週課題、予習用プリント
施 で家庭学習などを通して、既習事項の定着、基礎学力の充実を図った。
状
況 ２ 習熟度である程度の成果は見られた。個に応じた指導ができた。ＩＣ
・ Ｔの活用やグループ課題等で強化を図った。 Ｄ
達
成 ３ 進路実現するため、模擬試験に合わせて既習事項の復習を行い、学習
状 意欲を高めた。授業では入試問題を教材に積極的に取り入れ、進路達成
況 に向けた意欲を喚起した。

１ 右文タイム課題や週課題が授業と連動したもので効果があっ 評
たと思われる。上位層の強化と下位層の底上げに改善の余地が
ある。 価

成
果 ２ 学力層に応じた指導ができた。上位は大学入試レベルの問題
と に取り組むことができ、生徒の学習への意識が高まった。しか Ｃ
課 し、さらなるきめ細かい丁寧な指導が必要であると感じた。授
題 業においてＩＣＴの活用を行うことで、問題に対する理解度が Ｂ

深まっている。
３ 模擬試験で効果は出ているが、さらに成績を向上させるため
に、Classi等を利用した指導が必要だろう。

次 ○ 正規の授業に加え、補習授業や週末課題などをさらに活用し、弱点補
年 強の時間を確保し、強化を図る。
度
へ ○ 新学習指導要領における主体的・対話的で深い学び(アクティブ・ラ Ａ
の ーニング)」の導入などについて、更なる教材研究の必要性を感じる。来
提 年度に向けて研究を重ね、数学科全体で共有できる仕組みを作りたい。
言



- 15 -

令和元年度

理 科
本荘高等学校

今 １ 科学的思考力と自然を探究する能力・態度を育成する。
年 ･･･観察・実験を重視した学習指導方法の工夫と環境の整備
度 ２ 進路実現のために学力を強化する。
の ･･･大学入学共通テストに対応した授業研究、ならびに補習授業・個 Ｐ
重 別指導の充実
点 ３ 授業改善による教科指導力の向上を図る。
目 ･･･観点を明確にした授業の実践と、ＩＣＴの効果的な活用について
標 の研究

実 １ なるべく実験・実習を取り入れるようにしている。予定どおり実施で
施 きたところもあるが、できればもう少し機会を与えて充実させたいと
状 も考えている。また、演示実験や、実験・実習を題材とした問題演習
況 を取り入れることで生徒の理解を補うような工夫を行った。
・ ２ 研究授業の機会を活かして、科目内での研究協議を活発にした。また、 Ｄ
達 思考問題を扱ったり、日常生活との関連を強調したりして、共通テス
成 トに向けた学力の強化を図った。
状 ３ 単元によってはパワーポイントやアニメーションを活用した。また、
況 クラッシーを用いた確認テストなども実施し、活用の方法を探った。

本時の目標の提示も効果的に行うよう心がけた。

１ 実験の量や内容について検討を進めていきたい。進度の関係 評
もあるので、効果的な演示の実施や演習問題の選定について
も研究していく必要がある。実験環境の整備はまだ不十分で 価

成 ある。
果 ２ 研究を深めることで、授業の質の向上を図ることができた。
と 今後に向けてさらに生徒の思考力・判断力を高められるよう、 Ｃ
課 有益な情報は共有して工夫に努めたい。
題 ３ ＩＣＴ機器の活用によって、授業内容の精選や生徒の理解を Ｂ

助けることができたと感じている。ハード面の整備が十分で
はない部分や、活用方法について知識が不足している部分も
まだまだあるので、さらなる充実を図る必要がある。

次 ○共通テストへの対策・研究に力を入れ、授業改善に反映する。
年 ○入試形態の多様化により、通常の補習に加えて小論文や口頭試問、面接
度 練習など、専門的かつ個別に対応するべきことが増加している。科目ご
へ との教員数が少ないため、今後手が回らなくなることが心配される。具 Ａ
の 体的な対策を考え始めなければならない。
提
言
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令和元年度

保 健 体 育 科
本荘高等学校

今 １ 生徒同士が自分たちの技術・体力に見合った役割やルールを設定し、
年 主体的に活動する選択授業を実践する。
度 ２ 自己の体力や健康に関する特徴を理解し、授業で得た知識を活用して
の いく能力・態度の向上を図る。 Ｐ
重 ３ ＰＤＣＡサイクルを意識し、自己の体力の課題に応じて計画を立て運
点 動を行う体つくり運動の実践。
目
標

体育
実 １ 体育委員や班長をリーダーとして、試合（測定）に向けた練習を自分
施 たちで計画し実践する授業を目指し取り組ませた。
状 ２ 自分の体力の特徴を新体力テストの結果で確認し、向上が必要な体力
況 要素を理解したうえで、体つくり運動などに取り組ませた。
・ Ｄ
達 保健
成 １ 本来、年度の後半に扱う交通安全に関する単元を年度当初に実施する
状 ことで、実生活において授業で得た知識を活用できるようにした。
況 ２ 生活習慣病の単元では、体育で行った体つくり運動の例を示しながら

どういった運動が予防に効果的か考えさせた。

１ 運動好きでリーダーシップがある生徒ほど、運動に関する計 評
画性や実践力をさらに高めることができた。しかし、運動に

成 対して消極的な生徒はリーダーや仲間からの指示を受けて動 価
果 くだけの場面が多くなってしまった。
と ２ １年ごとの新体力テストで自分の体力を数値で確認できたの Ｃ
課 は良かったが、半年くらいの短い期間で数値を測定し把握で
題 きれば生徒自身が目標を再設定し効果的な取り組みができた。

３ 運動を個人で完結させてしまう生徒が少なくない。ケガの予 Ｂ
防を含め、安全に運動に親しむためにも他者や集団に目を向
けた活動場面を増やしたい。

○ 運動嫌いの生徒に対する支援の方策を検討し、科全体で取り組んでい
次 きたい。
年 ○ 様々な数値を生徒に示しながら、運動の目的を各個人が設定して主体
度 的に取り組む授業を目指したい。
へ ○ 運動本来の楽しさを味わいながらも、ケガなく安全に取り組むことが Ａ
の できる授業を実践したい。
提 ○ 東京オリンピックをモデルに、運動を「する」、「見る」、「支える」、「調
言 べる」といった多様な視点から捉えさせる経験をさせて、生涯にわた

って運動に親しむ態度や資質を身に付けさせたい。
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令和元年度

芸 術 科
本荘高等学校

今 １ 技法・技術や知識の定着を図るとともに、個別・グループ別の指導を
年 充実させる
度 ２ 生徒の作品や練習成果について生徒相互に鑑賞・評価する機会を持
の ち、表現する喜びと鑑賞の能力を高める。 Ｐ
重 ３ 生徒の考えを引き出す発問の工夫や互いに批評し合う活動などを取り
点 入れて言語活動の充実を図るとともに、芸術表現を構成する諸要素の
目 理解を深めさせる。
標 ４ すぐれた作品に触れる機会として芸術鑑賞教室を成功させる。

実 １ 教科独自のアンケートを実施するなどして生徒理解に努め、指導に役
施 立てることができた。
状 ２ 音楽では、自分たちの演奏の録音録画をして相互評価を行った。美術
況 では様々なジャンルの作品を紹介した。
・ ３ 議論させる場面を意識して作り言語活動の充実に努めたが、意見を共 Ｄ
達 有する時間を常に設定できたわけではなかった。
成 ４ 芸術鑑賞教室演劇鑑賞は生徒並びに職員ともに大変好評であった。
状
況

１ 授業のアクティブ化を進め、動きのある授業や内面的思考の 評
アクティブ化を大切にしたい。

成 ２ 音楽では表現と技能の能力を高めさせると共に鑑賞活動を充 価
果 実させた。美術では鑑賞能力が特に向上した。
と ３ 音楽を構成する諸要素についてはそれぞれの教材の中で常に Ｃ
課 意識して年間を通して指導できた。美術ではアイディアを考
題 える上での生徒同士の意見交換を積極的に取り入れた。 Ａ

４ 来年度も内容を精査して質の高い芸術鑑賞会を実施したい。

次 ○アクティブラーニングに関して、動きのある授業も大事だが、内面的思
年 考のアクティブ化も忘れずに本当の意味での理解へとつなげていきた
度 い。生徒が主体的に活動する場面を取り入れるだけでなく、理解度を深
へ めるための、日常の指導の工夫と一貫した態度での働きかけが必要であ Ａ
の ろう。
提 ○学年末考査の回数や時期が前年度までと大きく異なり、クラスによって
言 進度に差が出そうになった。来年度はこの反省を踏まえ、進度に差が出

ないよう、これまで以上に綿密な指導計画を立て授業を展開したい。



- 18 -

令和元年度

英 語 科
本荘高等学校

今 １ 各学年での連携を密にし、共有フォルダを活用しながら指導法や指導
年 内容の共有と充実を図る。
度 ２ ４技能をバランスよく伸ばすための授業改善を行うために、新テスト
の を見据えた校内外の研修を充実させる。 Ｐ
重 ３ ALTとのTTなどを通して生徒の学習意欲を喚起し、ディベートを活用
点 して思考力と即興で話す力を伸長する。
目
標

実 １ 授業研究会の指導案検討などを通して、教員間で情報を共有した。
施 ２ 拠点校事業を活用し、昨年度に比べて４技能のバランスが取れた授業
状 を展開した。
況 ３ ディベートを授業の中に取り入れ、思考力と即興で話す力をつけさせ
・ る工夫をした。 Ｄ
達
成
状
況

１ 指導案検討会などを通し、ワークシートの在り方や授業の展 評
開などを積極的に議論する雰囲気が生まれた。

成 ２ 今まで不足していた話す活動を授業に取り入れることで、４ 価
果 技能のバランスが取れた授業に近づいた。
と ３ ディベートを授業に取り入れることで、多角的に物事を見よ Ｃ
課 うとする態度や柔軟な思考が育った。
題 ４ TTの在り方に関しては今後も工夫していく必要がある。 Ａ

５ パフォーマンステストの効果的な実施について検討していく
必要がある。

次 ○ディベートを取り入れたより良い授業の工夫
年 ○パフォーマンステストの効果的な実施についての工夫
度
へ Ａ
の
提
言
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令和元年度

家 庭 科
本荘高等学校

今 １ 学習環境の整備・学習態度の育成
年 ２ 生活の事象やものづくりなどに関する実践的・体験的な学習の充実
度 ３ グループ活動や調査学習を通した言語活動の充実
の Ｐ
重
点
目
標

実 １ 実習室の環境整備を行った。また調理室・被服室を活用した学習の機
施 会を増やすように取り組んだ。
状 ２ 製作等の実習機会を多く設けることは難しいが、各種機器を活用して
況 体験的に学習内容を理解する機会を増やすことに取り組んだ。
・ ３ 座学と連携させたグループでの実験・実習を多く取り入れた。学習内 Ｄ
達 容について、グループでまとめたり、課題について発表したりする機
成 会を多く設定した。
状
況

１ 機器や設備の維持や適切な管理に取り組んだ。学習に取り組 評
みやすい環境整備を継続して行う。

成 ２ ２年生での履修に変わったが、学習内容や進度の面では、概 価
果 ね対応できた。
と ３ ２時間続きで実施する授業時間等の使い方の工夫や学習内容 Ｃ
課 を精選することに合わせて授業の進度
題 Ａ

次 ○学習に取り組みやすい環境整備を継続して行う。
年 ○学習内容を精選することに合わせて、授業の進度やより理解が深まる授
度 業方法を工夫することに継続して取り組む。
へ Ａ
の
提
言
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令和元年度

情 報 科
本荘高等学校

今 １ 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用し、情報社会における実践
年 力を身に付ける。
度 ２ 情報に関する科学的な見方や考え方を養う。
の ３ 情報通信手段の特性を理解し、効果的なコミュニケーションの方法を Ｐ
重 習得させる。
点 ４ 情報が社会に及ぼす影響を理解し、主体的に情報社会に参画する態度
目 を養う。
標

実 １ グループ学習のフリップをパワーポイントのスライドで作成するなど
施 必要に応じて情報機器の特性を活用することができた。
状 ２ 容量計算やディジタル化の学習を通して情報に関する科学的な見方や
況 考え方ができるよう工夫した。
・ ３ 生徒のメディアリテラシーを高めるために、身近な事例を扱うことを Ｄ
達 心がけた。スマホやタブレットの普及とインターフェースの簡素化に
成 より生徒のＰＣスキルは落ちていると感じる面もある。
状 ４ 将来生徒が情報弱者にならないよう、必要とされる知識と技術を意識
況 して活動することができた。

１ 生徒の情報処理スキルは高いとはいえない。課題解決型の授 評
業を工夫していきたい。

２ 今年度作成した教材は好評であった。新カリキュラムでは情 価
成 報の科学的理解が重視されることから、プログラミング教育
果 への対策もしておかなければならない。
と ３ 情報社会への対応力は教員側にも求められており、生徒のメ Ｃ
課 ディアの利用についても実態を細かく把握しておくことが必
題 要である。 Ａ

４ 情報機器でできることが高度化し、「便利」と「危険」が一体
化している現在、生徒一人一人の教養とモラルが必要であり、
情報教育の必要性が高まっていることを感じている。

○積極的な情報社会への参画や、ＧＩＧＡスクール構想へのアプローチの
年 ため授業中のインターネット活用（スマホ含む）が今後さらに必要にな
度 ってくる。そのためにもハード面ソフト面の整備（Ｗｉ-Ｆｉやタブレ
へ ット等）を計画的に行うことを考えていかなければならない。 Ａ
の ○進路指導部や生徒指導部と連携し、Ｃｌａｓｓｉの活用や情報モラルの
提 啓発活動を学校全体の活動として行うことで、生徒が主体的に情報分野
言 に関わる機会が増え、リテラシーの向上や情報の活用能力が上がると考

えられる。



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A B C D E 未 A B C D E 未

1 222 317 80 5 25 3 1 206 344 77 3 20 1

2 103 378 76 10 75 8 2 104 372 86 4 78 5

3 217 361 38 9 24 1 3 205 375 43 8 20 0

4 170 322 118 9 32 0 4 177 334 98 14 26 1

5 252 324 52 8 15 1 5 264 304 57 10 16 0

6 295 304 21 0 24 7 6 312 272 20 3 29 11

7 382 217 19 4 28 2 7 373 242 18 1 17 0

全体 36.0% 48.8% 8.9% 1.0% 4.9% 0.5% 全体 36.1% 49.3% 8.8% 0.9% 4.5% 0.4%

１年 12.3% 17.4% 3.5% 0.4% 2.4% 0.1% 1,528 １年 12.4% 16.9% 3.3% 0.4% 1.9% 0.1% 0

# ２年 11.1% 16.0% 2.8% 0.3% 1.3% 0.3% 1,470 ## ２年 12.1% 16.8% 3.0% 0.3% 1.5% 0.2% 0

３年 12.6% 15.4% 2.5% 0.4% 1.2% 0.0% 1,315 ３年 11.6% 15.7% 2.5% 0.2% 1.1% 0.0% 0

#

# ##

# ##

学校訪問時や電話の際の学校職員の対応は適切である。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

昨年度　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっている。

学校は生徒や保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

学校は生徒や保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。

学校訪問時や電話の際の学校職員の対応は適切である。

Ｒ元　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっている。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

A B C 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

Ｒ元 学校経営 

A
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C

D

E

未 

A B C 
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昨年度 学校経営 

A
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E

未 

保護者アンケート　－１－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 106 350 129 16 51 0 8 124 373 104 15 35 0

9 111 333 106 13 89 0 9 125 331 94 13 88 0

10 108 342 123 20 57 1 ## 10 129 344 106 23 48 0 #

全体 16.6% 52.4% 18.3% 2.5% 10.1% 0.1% 全体 19.4% 53.7% 15.6% 2.6% 8.8% 0.0%

１年 5.8% 18.5% 6.8% 1.0% 4.1% 0.1% ## １年 6.4% 19.6% 5.1% 1.1% 2.7% 0.0% #

２年 4.9% 16.8% 6.1% 0.7% 3.2% 0.0% ## ２年 5.7% 17.2% 6.7% 0.7% 3.7% 0.0% #

３年 5.9% 17.2% 5.4% 0.8% 2.8% 0.0% ## ３年 7.3% 17.0% 3.8% 0.8% 2.4% 0.0% #

生徒は授業に関して満足している。

Ｒ元　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされている。

生徒は授業に関して満足している。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされている。

A B C 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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Ｒ元 教科指導 

A

B

C

D

E

未 

A B C 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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昨年度 教科指導 

A

B

C

D

E

未 

保護者アンケート　－２－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 185 326 52 5 84 0 11 198 330 41 8 72 0

12 194 354 45 7 52 0 12 195 334 43 8 71 0

13 208 354 37 0 52 1 13 222 339 27 7 56 0

14 176 307 43 8 118 0 14 193 304 48 12 94 0

全体 29.3% 51.4% 6.8% 0.8% 11.7% 0.0% ## 全体 31.1% 50.2% 6.1% 1.3% 11.3% 0.0% #

１年 10.8% 17.9% 2.3% 0.1% 5.1% 0.0% ## １年 10.4% 18.5% 1.6% 0.2% 4.3% 0.0% 0

２年 8.7% 16.9% 2.7% 0.4% 3.0% 0.0% ## ２年 10.8% 16.4% 2.1% 0.5% 4.2% 0.0% 0

３年 9.8% 16.6% 1.8% 0.3% 3.6% 0.0% ## ３年 9.9% 15.3% 2.5% 0.7% 2.8% 0.0% 0

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われている。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられている。

Ｒ元　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいる。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっている。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われている。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられている。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいる。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっている。

A B C 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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Ｒ元 生徒指導 

A

B

C

D

E

未 

A B C 
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昨年度 生徒指導 

A

B

C

D

E

未 

保護者アンケート　－３－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A B C D E 未 A B C D E 未

15 195 299 48 3 87 10 15 246 258 42 5 73 19

全体 30.4% 46.6% 7.5% 0.5% 13.6% 1.6% ## 全体 38.3% 40.1% 6.5% 0.8% 11.4% 3.0%

１年 10.7% 14.8% 2.8% 0.0% 7.3% 0.2% ## １年 12.4% 14.5% 2.8% 0.2% 4.0% 1.2%

２年 10.0% 15.7% 2.2% 0.2% 3.3% 0.9% ## ２年 13.1% 12.9% 2.0% 0.3% 4.7% 0.9%

３年 9.7% 16.0% 2.5% 0.3% 3.0% 0.5% ## ３年 12.8% 12.8% 1.7% 0.3% 2.6% 0.8%

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応している。

Ｒ元　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応している。

A B C 
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昨年度 教育相談 
A

B

C

D

E

未 

保護者アンケート　－４－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 212 328 54 13 38 4 16 240 307 40 6 45 10

17 154 308 83 9 91 4 17 174 296 69 11 88 10

18 179 333 72 8 53 4 18 209 316 48 8 56 11

19 204 329 76 10 26 4 19 233 313 57 9 25 11

全体 28.9% 50.0% 11.0% 1.5% 8.0% 0.6% ## 全体 33.0% 47.5% 8.3% 1.3% 8.3% 1.6%

１年 10.1% 18.3% 3.6% 0.3% 3.8% 0.0% ## １年 10.1% 16.8% 3.5% 0.4% 3.7% 0.6%

２年 8.7% 16.0% 4.0% 0.4% 2.5% 0.3% ## ２年 10.8% 16.3% 2.6% 0.6% 3.0% 0.5%

３年 10.1% 15.7% 3.4% 0.8% 1.8% 0.3% ## ３年 12.1% 14.5% 2.2% 0.3% 1.6% 0.5%

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われている。

学校は進路についての情報を、生徒や保護者に適切に伝えている。

Ｒ元　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われている。

進路指導の成果はあがっている。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われている。

学校は進路についての情報を、生徒や保護者に適切に伝えている。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われている。

進路指導の成果はあがっている。

A B C 
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昨年度 進路指導 

A
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保護者アンケート　－５－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 377 237 15 0 8 8 20 374 226 17 3 10 13

21 301 261 41 3 36 6 21 310 243 37 9 35 10

22 276 251 55 11 50 5 22 267 258 46 15 46 12

全体 49.1% 38.6% 5.7% 0.7% 4.8% 1.0% ## 全体 49.2% 37.6% 5.2% 1.4% 4.7% 1.8%

１年 17.3% 14.4% 2.4% 0.2% 1.8% 0.2% ## １年 17.0% 13.7% 1.5% 0.6% 1.6% 0.7%

２年 14.2% 13.7% 1.8% 0.3% 1.6% 0.4% ## ２年 16.8% 12.5% 1.9% 0.5% 1.6% 0.6%

３年 17.7% 10.6% 1.6% 0.3% 1.4% 0.5% ## ３年 15.4% 11.4% 1.8% 0.4% 1.5% 0.5%

部活動の指導は適切に行われている。

Ｒ元　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっている。

部活動を通した人間育成が図られている。

部活動の指導は適切に行われている。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっている。

部活動を通した人間育成が図られている。

A B C 
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保護者アンケート　－６－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 212 346 39 2 45 5 23 231 315 41 5 45 11

24 224 325 66 6 25 3 24 235 304 65 12 21 11

25 317 291 24 2 12 3 25 335 270 23 3 6 11

26 282 282 55 16 9 5 26 279 270 54 13 21 11

27 222 321 42 4 49 8 27 248 287 44 8 45 13

全体 38.8% 48.3% 7.0% 0.9% 4.3% 0.7% ## 全体 41.0% 44.7% 7.0% 1.3% 4.3% 1.8%

１年 14.7% 17.6% 2.1% 0.2% 1.4% 0.0% ## １年 13.9% 16.3% 2.4% 0.4% 1.4% 0.6%

２年 12.2% 15.0% 2.4% 0.4% 1.7% 0.3% ## ２年 13.8% 14.8% 2.3% 0.4% 1.8% 0.6%

３年 11.9% 15.7% 2.4% 0.4% 1.2% 0.4% ## ３年 13.3% 13.6% 2.3% 0.5% 1.1% 0.5%

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒や保護者の期待に応えている。

学年やクラスについての情報は生徒や保護者に適切に伝えられてい
る。

Ｒ元　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒や保護者の期待に応えている。

学年やクラスについての情報は生徒や保護者に適切に伝えられてい
る。

保護者面談は適切に行われている。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っている。

教材費の負担について配慮がなされている。

保護者面談は適切に行われている。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っている。

教材費の負担について配慮がなされている。
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昨年度 学年経営・学級経営 

A
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未 

保護者アンケート　－７－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない

Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 85.4% 9.7% 4.9%

② 73.1% 18.2% 8.8%

③ 81.3% 7.5% 11.3%

④ 78.4% 7.3% 14.3%

⑤ 80.6% 9.6% 9.9%

⑥ 86.9% 6.6% 6.5%

⑦ 85.7% 8.3% 6.0%

82.6% 9.6% 7.8%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 84.8% 9.9% 5.4%

② 69.1% 20.8% 10.1%

③ 80.7% 7.6% 11.8%

④ 76.9% 7.9% 15.1%

⑤ 78.9% 12.5% 8.6%

⑥ 87.7% 6.4% 5.8%

⑦ 87.0% 7.9% 5.1%

82.0% 10.3% 7.7%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 85.4% 9.2% 5.5%

② 69.9% 18.9% 11.2%

③ 81.8% 6.5% 11.8%

④ 78.9% 6.6% 14.5%

⑤ 78.8% 11.6% 9.6%

⑥ 89.3% 4.3% 6.4%

⑦ 87.3% 6.9% 5.8%

82.7% 9.2% 8.1%

進路指導

特別活動

学年経営・学級経営

学校経営

教科指導

生徒指導

進路指導

特別活動

保護者対象アンケート概要

Ｈ29

教科指導

生徒指導

教育相談

進路指導

学年経営・学級経営

Ｈ30

学校経営

教科指導

特別活動

Ｒ元

教育相談

⑧　全体

学年経営・学級経営

⑧　全体

生徒指導

⑧　全体

学校経営

教育相談

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 

A+Ｂ 
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A+Ｂ 
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A+Ｂ 

A+Ｂ 
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C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

C+Ｄ 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 

E+未 
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⑤H29 

⑥R01 
⑥H30 
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保護者アンケート　－８－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A B C D E 未 A B C D E 未

1 9 32 3 1 0 0 1 11 30 3 0 1 0

2 6 28 7 1 3 0 2 7 32 4 0 2 0

3.1 10 29 5 1 0 0 3.1 11 23 10 0 1 0

3.2 5 33 3 1 3 0 3.2 8 30 4 0 3 0

4.1 20 20 4 1 0 0 4.1 21 21 3 0 0 0

4.2 3 31 8 2 1 0 4.2 5 29 7 2 2 0

5 17 24 2 2 0 0 ## 5 22 19 3 1 0 0

6 19 22 3 1 0 0 6 19 25 0 0 1 0

7 16 28 1 0 0 0 7 23 22 0 0 0 0

全体 25.9% 61.0% 8.9% 2.5% 1.7% 0.0% ## 全体 31.4% 57.0% 8.4% 0.7% 2.5% 0.0%

86.9% 11.4% 1.7% 88.4% 9.1% 2.5%

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

R01　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

昨年度　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。
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昨年度 学校経営 
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教職員アンケート　－１－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 6 31 5 1 2 0 8 8 32 4 0 1 0

9 7 34 3 1 0 0 9 9 31 4 0 1 0

10 1 32 9 1 1 1 10 4 32 6 0 3 0

全体 10.4% 71.9% 12.6% 2.2% 2.2% 0.7% ## 全体 15.6% 70.4% 10.4% 0.0% 3.7% 0.0% #
82.3% 14.8% 2.9% 85.9% 10.4% 3.7%

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

R01　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。
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教職員アンケート　－２－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 8 32 3 2 0 0 11 10 28 6 0 1 0

12 7 31 5 2 0 0 12 7 31 4 2 1 0

13 10 33 1 1 0 0 13 14 28 3 0 0 0

14 10 31 2 1 1 0 14 15 28 1 0 1 0

全体 19.4% 70.6% 6.1% 3.3% 0.6% 0.0% ## 全体 25.6% 63.9% 7.8% 1.1% 1.7% 0.0%

90.0% 9.4% 0.6% 89.4% 8.9% 1.7%

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

R01　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。
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未 

教職員アンケート　－３－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A B C D E 未 A B C D E 未

15 12 31 0 1 0 1 15 25 19 0 0 0 1

全体 26.7% 68.9% 0.0% 2.2% 0.0% 2.2% 45 全体 55.6% 42.2% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2%

95.6% 2.2% 2.2% 97.8% 0.0% 2.2%

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。

R01　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。
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教職員アンケート　－４－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 11 28 5 1 0 0 16 15 25 4 0 0 1

17 2 30 10 0 3 0 17 5 32 5 1 1 1

18 5 29 9 2 0 0 18 14 25 4 1 0 1

19 6 30 8 1 0 0 19 16 24 4 0 0 1

全体 13.3% 65.0% 17.8% 2.2% 1.7% 0.0% ## 全体 27.8% 58.9% 9.4% 1.1% 0.6% 2.2%

78.3% 20.0% 1.7%

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

R01　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。
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R01 進路指導 
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昨年度 進路指導 

A
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C

D

E

未 

教職員アンケート　－５－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 21 20 2 1 0 1 20 24 20 0 0 0 1

21 10 30 2 1 2 0 21 14 29 1 0 0 1

22 11 26 5 1 2 0 22 10 33 1 0 0 1

全体 31.1% 56.3% 6.7% 2.2% 3.0% 0.7% ## 全体 35.6% 60.7% 1.5% 0.0% 0.0% 2.2% #

87.4% 8.9% 3.7% 96.3% 1.5% 2.2%

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

R01　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。
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R01 特別活動 
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昨年度 特別活動 

A

B

C

D

E

未 

教職員アンケート　－６－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 6 35 2 1 1 0 23 10 31 1 0 2 1

24 8 32 2 1 2 0 24 6 37 1 0 0 1

25 17 27 0 1 0 0 25 18 25 1 0 0 1

26 5 34 3 1 2 0 26 7 35 1 0 1 1

27 7 31 4 0 3 0 27 12 26 2 0 4 1

全体 19.1% 70.7% 4.9% 1.8% 3.6% 0.0% ## 全体 23.6% 68.4% 2.7% 0.0% 3.1% 2.2% #

89.8% 6.7% 3.6% 92.0% 2.7% 5.3%

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。

R01　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。
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R01 学年経営・学級経営 

A

B

C

D

E

未 

A B C 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

23

24

25

26

27

昨年度 学年経営・学級経営 

A

B

C

D

E

未 

教職員アンケート　－７－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

28 12 28 3 1 1 0 28 16 26 0 1 1 1

29 8 32 3 1 1 0 29 13 25 5 0 1 1

全体 22.2% 66.7% 6.7% 2.2% 2.2% 0.0% 90 全体 32.2% 56.7% 5.6% 1.1% 2.2% 2.2% #

88.9% 8.9% 2.2% 88.9% 6.7% 4.4%

昨年度　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。

R01　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。
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教職員アンケート　－８－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない

Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 88.4% 9.1% 2.5%

② 85.9% 10.4% 3.7%

③ 89.4% 8.9% 1.7%

④ 97.8% 0.0% 2.2%

⑤ 86.7% 10.6% 2.8%

⑥ 96.3% 1.5% 2.2%

⑦ 92.0% 2.7% 5.3%

⑧ 88.9% 6.7% 4.4%

89.7% 7.2% 3.1%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 86.9% 11.4% 1.7%

② 82.2% 14.8% 3.0%

③ 90.0% 9.4% 0.6%

④ 95.6% 2.2% 2.2%

⑤ 79.4% 18.3% 2.2%

⑥ 87.4% 8.9% 3.7%

⑦ 89.8% 6.7% 3.6%

⑧ 88.9% 8.9% 2.2%

86.8% 10.9% 2.3%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 85.1% 14.6% 0.3%

② 87.1% 12.1% 0.8%

③ 89.2% 10.8% 0.0%

④ 97.7% 0.0% 2.3%

⑤ 85.8% 10.2% 4.0%

⑥ 87.1% 7.6% 5.3%

⑦ 86.8% 7.3% 5.9%

⑧ 83.0% 9.1% 8.0%

86.7% 10.6% 2.7%

学年経営・学級経営

学校経営

研修

特別活動

学校経営

教育相談

⑨　全体

Ｈ３０年度

研修

特別活動

⑨　全体

生徒指導

Ｈ２９年度

教科指導

⑨　全体

特別活動

学年経営・学級経営

教科指導

生徒指導

研修

進路指導

進路指導

進路指導

職員対象アンケート概要

生徒指導

教育相談

学校経営

教科指導

学年経営・学級経営

教育相談

Ｒ０１年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①R01 
①H30 
①H29 

②R01 
②H30 
②H29 

③R01 
③H30 
③H29 

④R01 
④H30 
④H29 

⑤R01 
⑤H30 
⑤H29 

⑥R01 
⑥H30 
⑥H29 

⑦R01 
⑦H30 
⑦H29 

⑧R01 
⑧H30 
⑧H29 

⑨R01 
⑨H30 
⑨H29 

A+B

C+Ｄ 

E+未 

教職員アンケート　－９－


